2020年3月11日

教文委員　様
「ジェンダー平等の教育」総合研究会
会長　寺尾　真純
「ジェンダー平等の教育」総合研究会の
開催および参加のお願い
　今年の春はコロナウイルスの影響により学校の行事や入学試験など変更がなされました。生徒の健康被害回避に対して慎重な対応をされている皆様に敬意を表すると同時に、事態の終息が待ち望まれます。
　さて、このような状況ではありますが、第１回総研では、牟田和恵さんをお招きしてジェンダー平等についてお話をお聞きします。世界経済フォーラムによるジェンダー・ギャップ指数で、日本は１５３カ国中１２１位でした。政治・経済・教育・健康の４部門において、日本が大きく順位を下げた理由の一つは、女性の政治参加度の低さでした。

ジェンダー平等は学校、生徒、教職員の学校生活や生き方に直結する大切な視点です。ジェンダーについて学び、考えることは「とらわれ」から自由になり、多様性と人権、民主主義をより深く考えることにつながります。今の社会や教育、家族のあり方や課題をジェンダーの視点で問い直し学びます。
記
日　時　　４月１８日（土）　１３：００～１５：３０
会　場　　松本市勤労者福祉センター（〒390-0811　長野県松本市中央4丁目7番26号）
講　演　　牟田和恵さん（大阪大学教授）
　　　　　　　「学問・教育の危機とジェンダー
～家族社会学者/杉田水脈裁判の原告として」
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４月10日（金）までに FAX　026-234-2219または
メール　kyobun.nagano-h@educas.jp　でお送りください。
　　第１回総合研究会に参加します。
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※データは「長野県教文HP」にあります。送信の鑑等は不要です。このままご返信ください。
分会内参加者をまとめていただくか、各人で申し込んでください。
